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北海道大学AO入試

一一平成 13年度-15年度一一

山岸みどり(北海道大学)

本稿!ま，北海道大学AO入試の初年度から 3年目までの動向を概観し r選扱型JAO入試の現状につ
いて考察することを目的としている。 3回にわたる北海道大学 AO入試には，全国 470高校から総計

941名の出願があり 242名が合格した。 AO入試合格者は前期日程合格者に比べ，大学進学に対してよ

り明確な目的意識を持ち，勉学意欲も高いことが明らかになった。しかし基礎学力の測定方法など

の課題が残されていることが指摘された。

1.はじめに

国立大学における AO入試(アドミッショ

ンオフィス方式による入試)は，平成 12年

度に東北大学，筑波大学，九州大学にはじめ

て導入され，平成 15年度には 16大学で実施

されるに至った。北梅道大学AO入試は，平

成 13年度に 5学部(経済，理，歯，薬，水

産)で始まり，平成 14年度に3学部(教育，

工:材料・化学系，農:農業工学科)，平成

15年度に理学部生物科学科が加わり 8学部4
学科 1)で実施された。本稿は，平成 13年度か

ら3囲にわたる北海道大学における AO入試

の結果を概観し，国立大学AO入試の一事例

として考察することを目的としている。

2. AO入試の概要

北海道大学AO入試は「選抜型j で，教育

学部 2)以外は現役生のみを対象に，書類審査

による第一次選考 (11月初旬)，課題論文と

面接による第二次選考 (11月末)の二段階選

抜を行っている(詳細は，鈴木ほか 2002; 

山岸 2002を参照)。どの学部もセンター試験

は課していないが，入学後の授業についてゆ

ける基礎学力を有していることを強く求めて

いる。 AO入試実施学部(学科)は，学生募

集要項にAO入試を行なう目的，求める学生

像，選抜基準，選抜資料の配点を明示してい

る。第一次・二次選考とも各学部(学科)の

実施委員会が，行なう。

第一次選考は r調査書J，志願者が記入し

た「自己推薦書j と「諸活動の記録J，志願者

をよく知る人が記入した「個人評価書Jの内

容に基づき，学力と人物評価が行われるo 教

育学部，理学部，薬学部は「諸活動の記録j

は用いていなし、。各資料の配点は，アドミッ

ションポリシーの違いを反映し学部毎に異

なっている(表 1参照)。たとえば，調査書の

配点を大きくすると学業成績がより重視され，

自己推薦書の配点を大きくすると，行動や考

え方がより重視され，異なる資質の学生像が

具体的に示される。いくつかの学部(学科)

は配点の変更を行っている。

第二次選考においては，課題論文と面接が

課され，各専門分野の求める適性や特性につ

いての評価が行なわれる。課題論文と面接の

ねらいと配点も，学生募集要項に明示されて

いる。課題論文は 90分から 150分かけて実

施される。面接は約 30分の個人面接が中心

であるが，ディベートや口頭試問を含める学

部(学科)もある。

3. AO入試忘額者と合格者の動向

3. 1属性の推移傾向

平成 13年度から 15年度までの北海道大学

AO入試の結果は表2に示したとおりである。

AO入試実施学部(学科)の定員に対する AO

入試募集人員の占める割合は、多い)1頃に

26.7% (農学部農業工学科)， 18.8%(薬学部)， 

16.7% (歯学部)， 16.7%(理学部地聯伴科)3¥ 
15.5%(工学部材料・化学系)， 13.3% (理学部
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化学科)， 12.5% (理学部生物学科)4)， 7.4% 

(水産学部)， 5.3% (経済学部)， 4% (教育

学部)である。平成 15年度 AO入試の募集

人員の総計は 98名で，募集人員全体の 4.2%

で、あった。 AO入試募集人員総計に対する志

願者の倍率は，初年度の 4.2倍から 3.5(平

成 14年度)， 3.2 (平成 15年度)と漸減傾向

を示している。しかし，募集単位別の倍率を

見てみると，年度による変動の大きい学部と

変動の少ない学部があり，一貫したパターン

を読み取るのは困難である。

平成13年度から 15年度のAO入試志願者，

第一次選考合格者，第二次選考合格者のそれ

ぞれに対する女子の比率の推移を表3に，道

内出身者の比率の推移を表4に示した。各年

度の合格者全体に対する女子の比率は，

42.2%， 46.2%， 49.4%，道内高校出身者の

比率は 45.3%，46.2%， 36.8%であった。 AO

入試の志願者及び合格者に対する道内高校出

身者の比率は，北権道大学の過去の一般入試

の結果に近い傾向を示している。他方，女子

の比率は，一貫して過去の一般入試の結果

(25%前後)の倍近い数値になっている。し

かし，道内出身者と女子の比率についても募

集単位及び年度による変動が大きい。各年度

の公立高校出身者の占める割合は， 68.8%， 

72.5%， 73.5%で，過去の一般入試の結果に

近い傾向であった。

3.2出身高校の特性

AO入試志願者の出身高校は全国にわたっ

ている O 平成 13年度から 15年度までの 3回

のAO入試に対し，全国470高校から総計941

名の志願者があった。その中から 154校の志

願者242名が合格した。高校J.lljのAO入試志

願者数は 1名から 17名まで分布し，志願者 1

名のみの高校が 75%以上を占めた。 242名の

うち 87名 (35.5%)は，過去 3年間に北海

道大学への合格者や出願者のなかった高校

(72校， 46.8%)の出身者であった。また，

教育学部以外の合格者のうち，専門課程出身

者の比率は， 4.6%， 9%， 16.6%と増加してい

る。以上のことから， AO入試は北海道大学

の志願者及び合格者の多様性を促進している

ことが明らかになった。

4. AO入試合格者の特徴

4.1進路選択の意識と行動

AO入試の合格者の入学時における特徴を，

平成 14年度の新入生を対象にアドミッショ

ンセンターが実施した質問紙調査の結果から

とらえてみることにする。この調査は，入学

手続き終了者全員に教務関係の書類とともに

送付され，平成 14年度の入学式の前日に実

施された新入生オリエンテーションの会場で

回収された。有効回答者総数は 2，309名(回

収率， 98%)であった。質問紙は，北海道大

学への進学理由，大学情報の利用状況など 7

つの質問とフェイスシートから構成されてい

る。各閤の項目毎に， 3つの入試区分 (AO:

93名，前期日程:1，738名，後期日程:222 

名)関の回答傾向に有意な差があるかどうか

を調べた。分散分析と多重比較の結果， AO 

入試合格者の以下のような特徴が明らかにな

った。1)前期日程合格者より勉学意欲が高

く，大学院への進学意欲も高い， 2)大学進

学や将来に対してより明確な目的意識を持っ

ている， 3)一般入試合格者に較べて，北海

道大学に関する情報収集を積極的に行い，大

学発信の情報を「とても役lこ立ったJと評価

している。これらの結果の一部を回 1"'"'図 3

に示した。

AO入試合格者と一般入試合格者の進路選

択の意識や行動の差がきわだっている項目は，

「国際的な舞台で活躍したしリ rおそわりた
い先生がいるJ， rやりたいことを見つけるJ，
「高校の先生の勧めJである。 AO入試合格

者は，ホームページの利用者や体験入学の参

加者の割合も一般入試合格者に較べて非常に

高い。高等学校の進路指導室を利用していた

生徒の比率も高い。 AO入試合格者は，北海

道大学への進学に対して明確な目標を持ち大

学に関する積極的な情報収集活動を行なって

おり， AO入試が期待した意識と行動傾向を

もっ生徒が選抜されていることが明らかにな

った。

口。
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4.2学力

北海道大学AO入試は，歯学部以外は高等

学校の成績(評定平均値)による受験資格の

制限を設けていない。平成 13年度 AO入試

合格者の学習成績概評の分布は，@が 29.7%，

Aが50%，Bが 18.8%，Cがl.6%であった。

平成 14年度と平成 15年度は，@が 23%に下

がり， Bが 30%近くに増えている。 AO入試

第 1期生の 1年次修了時の成績は，学部のト

ップレベルから留年 (1名)まで広く分布し

ており r優j の取得率は 13%から 97%で平
均 46.7%であった。

5.考察

国立大学のAO入試は，大学側の大きな期

待に対して高校側の消極的な姿勢とのズレが

しばしば開題になってきた。北海道大学 AO

入試においても，初年度には「第一次選考で

合格した学生は全員入学させたしリという学

部があったが， 3年目には 2学部で募集人員

を大きく下回る合格者を出す結果となり，大

学の期待を十分実現するまでには至っていな

い。しかし， AO入試は， 日本の大学入試制

度が「大学による一方的選抜j から「相互選

択j や「高大連携Jを重視する新しいパラダ

イムに移行する中で構想された，実験的な色

彩の強い制度である。このため，まだ試行錯

誤が続いている段賠ではあるが，過去3年間

の経験の中に， AO入試はそのねらいをある

程度実現し，定着するきざしをみせていると

判断できる手がかりを得ることができた。

第一に，新入生調査の結果に示されたよう

に， AO入試合格者は，一般入試入学者とは

っきり異なる進学意識をもち，勉学意欲も高

い生徒を選抜しており， AO入試の募集や選

抜方法の妥当性が示唆されたことである。第

二lこ，高等学校進路指導部への継続的な聞き

取り調査から， AO入試にふさわしい生徒を

見出したり，出願を動機付けたりする要因や

状況が明らかになってきたことが挙げられる。

たとえば， AO入試の趣旨を理解し期待をも

っ高校教員は， AO入試の求める学生像に適

合する特性を持った生徒を積極的に見出し，

一般入試をめざしている生徒に対しても AO

入試の情報を積極的に提供している。また，

AO入試合格者を出した高校の中には，後輩

がAO入試を身近に感じて，目標として頑張

る例が報告されている。いくつかの高等学校

は，過去の受験実績やその他の情報収集を通

じて，北海道大学AO入試の選抜基準や求め

る学生像に対して具体的な「ものさしj をっ

くりつつあることがわかった。この「ものさ

しJは， AO入試出願希望者の合格可能性を

推測し助言の際の基準になるもので，出願

者の質を左右する重要な役割を果たしている。

北海道大学AO入試に対して「学力が関係

ない入試J，r早く合格がきまる入試J，r一般
入試では受かりそうもなし、からJ，と考える受

験生が増えている。このような受験生の多く

は，意欲を裏付ける証拠が少なく，課題論文

や面接で要求されるレベルの学力が不足して

いる。 AO入試は大学。受験生。高校のそれ

ぞれに手間ひまをかけさせる入試である。AO

入試の有効性を高めるためには，今後， r求め
る学生像j にあてはまらない資質の生徒が受

験を控えるような工夫や，入学後の勉学に必

要な基礎学力を見極めるための効果的な測定

方法を構築することが不可欠である。

注

1)理学部，工学部，農学部のAO入試の募

集単位は学科である。

2)教育学部のAO入試は，専門高校生特別

選抜から移行したものである。

3)地球惑星物質科学分野

4)生物学分野

文献
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2002 ， r北海道大学における AO入試
マニュアルJW高等教育ジャーナノレ~ 10: 

49-58. 

山岸みどり， 2002， r北海道大学AO入試の
現況JW物理教育J50: 309哨312.
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表 1 AO入試配点表

¥そ
理学部 工学部

農学部
教育学部 絞済学部 生物 歯学部 薬学部 材料・化学 水産学部

地縁科学科 化学科 科学 農業工学科
科 系

年度 13 14 15 13 14 15 13 14 15 13 14 15 15 13 14 15 13 14 15 13 14 15 13 14 15 13 14 15 

調査委 50 50 50 50 50 30 30 40 60 60 60 40 50 50 50 60 60 60 50 60 60 60 50 50 50 

次 {恩人評価書 20 20 20 20 20 30 30 20 20 20 20 30 20 20 20 20 20 

選
ト一一「一一 40 

自己推薦書 30 30 40 40 40 20 20 20 30 50 50 50 20 20 40 50 50 50 
考 30 30 30 30 20 20 
諸活動の記録

課題論文 40 40 30 50 50 60 60 50 50 50 50 50 50 50 50 40 40 40 30 40 50 50 40 40 

次 面接 40 40 50 50 50 40 40 50 50 50 50 50 50 50 50 40 40 40 50 40 50 50 40 40 40 

選 一次選考評価 20 20 20 20 
考

調査蓄 20 20 20 20 20 20 20 

表 2 平成 13 年度~15 年度 AO 入試の結果

募集 志願者数 倍率 第1次選考合格者数 第2次選考合格者数
学部・学科(系)

定員 H.13 H.14 H.15 H.13 H.14 H.15 H.13 日 14 H.15 H.13 H.14 H.15 

4 9 
4.5 

4 9 2 2 
教育学部j) 2 (3) 

2.0 
(2) (3) (2) (l) (2) 

60 63 55 
6.0 6.3 5.5 

30 34 30 9 10 10 
経清学部 10 

(23) (25) (18) (17) (11) (13) (6) (4) (6) 

24 13 15 
4.8 2.6 3.0 

15 13 15 5 5 5 
地球科学科 5 

(7) (4) (6) (6) (4) (6) (2) (3) (2) 耳主
19 30 22 

2.4 3.0 2.2 
14 22 18 9 10 10 

学 化学科 102) 
(4) (5) (8) (4) (5) (8) (3) (4) (5) 

部 35 
7.0 

14 6 
生物科学科 5 

(18) (8) (6) 

24 27 24 
2.4 2.7 2.4 

15 27 20 9 10 10 
歯学部 10 

(10) (17) (14) (7) (17) (12) (5) (9) (6) 

105 108 80 
7.0 7.2 5.3 

47 45 48 15 15 10 
薬学部 15 

(57) (68) (50) (25) (23) (28) (7) (η (9) 

39 20 
2.3 1.2 

38 19 17 10 
工学部材料・化学系 17 

(6) (3) (4) (2) (6) (3) 

農学部農業工学科
8 13 

1.0 1.6 
6 9 6 8 

8 
(l) (l) (1) (1) (l) (1) 

39 37 41 
2.4 2.3 2.6 

23 29 27 17 16 16 
水産学部 16 

(10) (15) (15) (9) (13) (1ω (4) (8) (5) 

271 329 314 
4.2 3.5 3.2 

154 218 209 64 91 87 
計 98 

(111) (143) (136) (68) (82) (92) (27) (42) (43) 

( )内は女子で内数， 1)専門高校生のみ， 2)平成 13年度の募集定員は8名
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表 3 女子の比率の推移 (数値は%を示す)

学部・学科(系) 募集 志願者 第一次選考合格者 第二次選考会格者

定員
H.13 H.14 H.15 H.13 H.14 H.15 H.13 日 14 H.15 

教育学部1) 2 50.0 33.3 50.0 33.3 100 50.0 I 
経済学部 10 38.3 39.7 32.7 56.7 32.4 43.3 66.7 40.0 60.0 I 

理
地球科学科 5 29.2 30.8 40.0 40.0 30.8 40.0 40.0 60.0 40.0 

学 化学科 102) 21.0 16.7 36.4 28司6 22.7 44.4 33.3 40.0 50.0 

部 生物科学科 5 51.4 57.1 100 

歯学部 10 41.7 63.0 58.3 46.7 63.0 60.0 55.6 90.0 60.0 

薬学部 15 54.3 63.0 62.5 53.2 51.1 58.3 46.7 46.7 90.0 

工学部材料・化学系 17 15.4 15.0 15.8 15.8 23.5 20.0 

農学部農業工学科 8 12.5 7.7 16.7 11.1 16.7 12.5 

水産学部 16 25.6 40.5 36.6 39.1 44.8 37.0 23.5 50.ら 31.3 

計 98 41.0 43.5 43.3 44.2 37.6 44.0 42.2 46.2 49.4 

1)専門高校生のみ， 2)平成 13年度の募集定員は8名

表4 道内者の比率の推移 {数値は%を示す)

学部・学科(系)
募集 志願者 第一次選考会格者 第二次選考合格者

定員
日 13 H.14 H.15 H.13 日 14 H.15 H.13 H.14 H.15 

教育学部 1) 2 100 88.9 100 88.9 100 100 

経済学部 10 61.7 55.6 61.8 63.3 58.8 60.0 66.7 50.0 60.0 

理
地球科学科 5 41.7 38.5 13.3 33.3 38.5 13.3 

20.0 
40.0 40.0 

学 化学科 102) 63.2 36.7 68.2 71.4 36.4 72.2 77.8 40.0 70.0 

部 生物科学科 5 22.9 28.6 16.7 

歯学部 10 29.2 22.2 29.2 40.0 22.2 35.0 33.3 40.0 40.0 

薬学部 15 48.6 43.5 45.0 57.4 68.9 58.3 60.0 80.0 20.0 

工学部材料・化学系 17 51.3 15.0 50.0 15.8 41.2 30.0 

農学部農業工学科 8 50.0 30.8 50.0 33.3 50.0 37.5 

水産学部 16 23.1 21.6 24.4 26.1 17.2 25.9 17.6 18.8 12.5 

計 98 46.5 42.6 40.4 47.4 46.3 44.5 45.3 46.2 36.8 

1)専門高校生のみ， 2)平成 13年度の募集定員は8名

学生生活をどのようにすごしたし、か? 大学院進学
がーヤ 一一γー....-..，.-

AO AO 

前期 前期

後期後期

80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100% 

臼1ほとんどすべてを学業に El1進学するつもりはない
図2大部分を学業lこ 回2たぶん進学しない
口3学業とそれ以外のことに、半分ぐらし、づっ ロ3わからない
ロ4してらかの力を学業に ロ4たぶん進学する
霊童5もっぱら学業以外のことの充実に El5進学する

国 1 勉学意欲
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専門的な知識や技術の習得

将来、国際的な舞台で活躍したい

やりたし、ことを見つけ

教わりたい先生がし

将来、北海道で働きたい

1.0 

あてはまらない

2.0 3.0 

どちらとも
し、えない

〔数値主主主EZJとつ
…IY…………“ー

あてはまる

図2 北海道大学に進学したいと思った理由
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図3 北海道大学を知るにあたって役に立った情報
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